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一
〇
月
二
〇
日
、
岡
山
県
母
親
大

会
が
奈
義
町
で
開
か
れ
ま
し
た
。
六
四

回
日
本
母
親
大
会
が
静
岡
で
八
月
開

か
れ
、
全
国
九
〇
〇
〇
人
の
参
加
で

成
功
し
て
い
ま
す
。
県
母
親
大
会
を
県

北
の
奈
義
で
開
く
の
は
、
初
め
て
な
の

で
、
心
配
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
杞

憂
で
し
た
、
四
〇
〇
人
が
参
加
し
、
大

盛
会
で
し
た
。
会
場
の
奈
義
文
化
セ
ン

タ
ー
の
北
に
、
那
岐
山
が
く
っ
き
り
姿

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

午
前
に
全
体
会
、
「
琉
球
新
報
」
報

道
本
部
長
の
島 

洋
子
さ
ん
が
「
今
、

沖
縄
で
お
き
て
い
る
こ
と
」
と
題
し
て

講
演
、
沖
縄
の
問
題
は
日
本
の
問
題
で

い
や
、
だ
っ
て
、
集
ま
っ
て
る
人
た

ち
、
普
通
の
人
で
す
よ
？ 

あ
ん
な
ブ

ル
ー
ス
・
リ
ー
み
た
い
な
こ
と
や
っ
た

ら
、
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
き
た
ヌ
ン
チ
ャ
ク

で
後
頭
部
を
強
打
さ
れ
て
自
滅
！ 

い

や
い
や
そ
れ
以
前
に
、
当
た
る
の
が
怖

く
て
び
び
っ
て
振
り
回
せ
な
い
人
が
た

く
さ
ん
で
す
よ
。 

そ
れ
に
ヌ
ン
チ
ャ
ク
は
も
と
も
と
労

働
道
具
で
、
棒
や
竹
を
回
転
さ
せ
、
稲

や
麦
を
た
た
い
て
実
を
取
り
出
す
脱

穀
に
使
っ
て
い
て
、
沖
縄
で
は
唐
棹
（
か

ら
さ
お
）
と
か
農
竹
（
ノ
ン
チ
ク
）
と
呼

ば
れ
、
中
国
語
が
な
っ
た
（
農
竹
）
ヌ
ン

チ
ャ
ク
の
名
で
伝
わ
っ
た
も
の
ら
し
い
の

で
す
。 

と
な
る
日
米
共
同
訓
練
が
年
内
に
来

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

沖
縄
の
海
兵
隊
、
そ
し
て
オ
ス
プ
レ

イ
が
や
っ
て
く
る
可
能
性
が
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
一
方
、
町

作
成
の
チ
ラ
シ
「
『
子
育
て
す
る
な
ら

奈
義
町
で
！
！
』
平
成
二
六
年
合
計

特
殊
出
生
率
二
・
八
一
達
成
」
と
い
う

文
字
、
「
医
療
費
を
高
校
生
ま
で
無
料

化
」「
奈
義
町
育
英
金
貸
与
制
度
」
「出

産
祝
い
金
」
な
ど
な
ど
。
自
衛
隊
が
共

存
し
て
い
る
町
が
抱
え
る
問
題
は
複
雑

で
す
。 

 

写
真
は
、
全
体
会
の
活
動
交
流 

 

新
婦
人
の
報
告
で
す
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曽
田
和
子 

農
具
が
、
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
レ
ベ
ル
の

身
体
能
力
が
な
け
れ
ば
扱
え
な
い
よ

う
な
も
の
な
わ
け
な
い
で
す
よ
ね
。
使

う
た
び
に
怪
我
を
す
る
よ
う
な
農
具

だ
と
、
使
う
人
が
い
な
い
で
す
よ
ね
。 

そ
し
て
合
宿
の
タ
イ
ト
ル
は
「
双
節

根
（
ヌ
ン
チ
ャ
ク
）
基
本
操
法
合
宿
」
で

す
。 

武
術
と
し
て
も
健
康
法
と
し
て
も
役

立
つ
、
ヌ
ン
チ
ャ
ク
の
操
法
を
教
え
て
も

ら
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

小
川
涼
子 

あ
る
こ
と
の
思
い
を
強
く
さ
せ
る
お
話

で
し
た
。
母
親
大
会
恒
例
の
活
動
交

流
も
、
県
下
の
女
性
の
活
動
が
多
分

野
に
亘
っ
て
旺
盛
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
報
告
で
し
た
。 

 

午
後
は
見
学
分
科
会
の
二
つ
を
含
む

一
三
分
科
会
で
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
「
日
本
原
基
地
か
ら
平
和

の
問
題
を
考
え
る
」
と
い
う
最
も
大
き

な
分
科
会
に
参
加
、
講
師
の
島
さ
ん
、

奈
義
町
議
の
森
藤
政
憲
さ
ん
が
助
言

者
で
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
の
演
習
場
は

奈
義
町
の
五
分
の
一
を
占
め
、
駐
屯

地
も
抱
え
て
い
る
の
が
奈
義
町
で
す
。 

 

日
本
原
演
習
場
で
、
今
回
五
回
目

太
極
拳 

大
阪
西
支
部
の
ヌ
ン
チ
ャ
ク
合
宿
に
参
加
し
ま
し
た 

 

２
０
１
９
年
１１
月
９
日
～
１０
日
の

大
阪
西
支
部
の
双
節
根
（
ヌ
ン
チ
ャ
ク
）

基
本
操
法
合
宿
に
、
青
木
、
小
川
、
押

柄
の
３
人
が
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

ヌ
ン
チ
ャ
ク
と
聞
け
ば
ブ
ル
ー
ス
・
リ

ー
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
に
と
っ
て

の
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
は
黄
色
い
全
身
タ

イ
ツ
の
人
で
す
が
…
…
。 

た
だ
し
今
回
の
合
宿
は
、
ブ
ル
ー
ス
・

リ
ー
の
よ
う
に
、
ヌ
ン
チ
ャ
ク
を
び
ゅ
ん

び
ゅ
ん
振
り
回
し
て
、
敵
を
バ
ッ
タ
バ
ッ

タ
と
や
っ
つ
け
る
よ
う
な
技
の
講
習
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

2497 

 

 

 

自
衛
隊
が
共
存
す
る
町 

 
 

奈
義
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「岡
山
県
母
親
大
会
」
開
か
れ
る 

http://rizhongyouhao,iinaa,net/


 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１２
月
１
日
（金
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

犬飼 

小林 

真田 

曽田 

竹内袈 

坪井 

若
い
世
代
の
受
講
生
の
思
い 

日
常
の
生
活
に
は
困
ら
な
い
程
度

の
日
本
語
が
話
せ
る
、
４０
代
～
６０

代
の
受
講
生
は
、
次
の
よ
う
な
思
い

出
教
室
に
来
て
い
ま
す
。 

① 

日
本
語
で
き
ち
ん
と
文
章
が

書
き
た
い
。 

② 

人
の
前
で
日
本
語
で
弁
論
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。 

③ 

日
本
語
能
力
検
定
一
級
を
取

り
、
仕
事
に
活
か
し
た
い
。 

④ 

新
聞
や
テ
レ
ビ
の
内
容
を
よ
く

理
解
し
た
い
。 

⑤ 

子
供
や
孫
と
日
本
語
で
深
い

内
容
の
話
が
し
た
い
。 

は
、
一
世
の
高
齢
化
に
と
も
な
い
、
二

世
・
三
世
・
四
世
と
そ
の
配
偶
者
及
び

県
内
在
住
の
中
国
人
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

こ
れ
ま
で
日
本
語
教
室
は
、
次
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。 

① 

日
本
語
の
学
習
を
通
じ
て
、
生

活
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
恒

例
の
帰
国
者
に
と
っ
て
は
、
生

涯
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
る
。 

② 

学
習
の
場
が
帰
国
者
の
居
住
地

域
に
密
着
し
た
公
民
館
・
福
祉

交
流
プ
ラ
ザ
で
あ
る
こ
と
は
、

地
元
の
人
々
と
の
共
生
の
場
に

も
な
り
、
住
み
よ
い
地
域
社
会

実
現
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
。 

③ 

中
国
帰
国
者
の
歴
史
と
現
状

を
知
る
う
え
で
、
重
要
な
場
と

な
っ
て
い
る
。 

  周
年
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
で
、
開
講
１５
周
年
に
な
り
ま
す
。 

２
０
１
９
年
１１
月
、
岡
山
市
内
の
日

本
語
教
室
は
上
の
一
覧
表
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

各
教
室
と
も
日
本
語
の
文
法
、
会

話
、
日
本
の
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い
て

学
習
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
受
講
生

中
国
帰
国
者
（
残
留
孤
児
・
婦
人
及

び
そ
の
家
族
）
の
日
本
語
教
室
は
、
２
０

０
４
年
１０
月
２３
日
、
高
島
団
地
内
の
集

会
所
で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、

中
国
「
残
留
孤
児
」
訴
訟
支
援
活
動
の

中
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。 

２
０
１
４
年
１１
月
１６
日
、
高
島
公
民

館
で
「
中
国
帰
国
者
の
日
本
語
教
室
１０

一
方
で
６０
代
後
半
か
ら
７０
代
の
受

講
生
は
、
日
本
語
の
学
習
と
同
時

に
、
日
本
料
理
や
中
国
料
理
を
つ
く

り
な
が
ら
、
講
師
と
の
会
話
や
交
流

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

講
師
の
課
題 

２
０
０
４
年
の
開
講
時
、
講
師
団
の

多
く
は
５０

代
、
６０

代
前
半
で
し
た

が
、
現
在
は
、
７０
代
前
半
か
ら
８０
代

近
く
に
な
る
人
が
大
半
で
す
。
夜
の
講

座
が
だ
ん
だ
ん
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。 

私
も
今
年
で
喜
寿
を
迎
え
、
あ
と

何
年
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
２
０

２
４
年
の
２０
周
年
ま
で
は
、
が
ん
ば
り

日
本
語
教
室
の
現
状 

―
開
講
十
五
周
年
に
当
た
っ
て
ー 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

小
林
軍
治 

岡山市内中国帰国者の日本語教室一覧表 

      項目 

教室名 

 

曜日 

 

時 間 

 

受講生 

 

講師 

 

場 所 

 

 

岡

山

市 

さいでん 

教室 

月 

水 

土 

14～16 

18:30～20:30 

10～12 

7 人 

8 人 

7 人 

4 人 

2 人 

4 人 

福祉交流プラザ

さいでん 

高島教室 火 

土 

10～12 

10～12 

10 人 

8 人 

5 人 

3 人 

高島公民館 

長岡教室 水 14～16  5 人 3 人 長岡集会所 

芳田教室 火 14:30～16:30  5 人 3 人 芳田公民館 

 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
日
本
語
教
室
は
、
日
本
語

を
勉
強
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
と

中
国
の
両
方
の
文
化
に
触
れ
な
が
ら

草
の
根
の
「
日
中
友
好
」
の
場
と
し

て
、
今
後
と
も
大
切
に
し
て
い
き
た

い
。 

芳田日本語学習講座の授業風景 


